熱傷

診断

1） 発生機転の聴取：熱傷の程度や予後、治療法の計画

例：浴槽への転落、熱源への接触(ストーブ、熱湯)、電撃症(電流の心室への影響)、密室での爆発(気道潰瘍)

2） 受傷面積の測定：熱傷の受傷面積の推量的測定→輸液量の決定･重症度の評価

測定法：①９の法則(上肢・顔：９、体幹･下肢：18、外陰部：１)

②Lund and Browder法
③手掌法：手のひら1個１％

④５の法則：子供用。顔でかいから。

3） 熱傷震度の判定：予後と密接に関係
熱傷震度の分類：教科書から図を探すか…？

Ⅰ度：表皮熱傷

Ⅱ度：真皮浅層熱傷

真皮深層熱傷

Ⅲ度

Ⅰ度熱傷：速いっての。

Ⅱ度熱傷：拡張した血管･リンパ管浮腫・再生表皮・残存毛嚢よりの表皮再生

Ⅲ度熱傷：10%以上の症例では水分の血管外漏出→

重症熱傷の定義：

特殊な部位：顔面、手、会陰部、関節部

患者の年齢

重症度分類(Artzの分類)

· 重症熱傷(総合病院での入院加療)

１）Ⅱ度30%以上

２）Ⅲ度10%以上、もしくは顔面･手。足･陰部のⅢ度熱傷

３）気道熱傷、広範囲の軟部組織の外傷、骨折の合併

４）化学熱傷、電撃熱傷

· 中等度熱傷(一般病院での入院加療)

· 軽度熱傷(外来通院)

重症度･予後の指標

· Burn index (BI) =1/2×Ⅱ度熱傷(%)＋Ⅲ度熱傷

· Prognostic Burn index=BI+年齢(100を超えると予後不良)

輸液

Baxter法

乳酸加リンゲル4ml×重症面積(％)×体重(kg)

最初の8時間で1/2量を残りは16時間かけて。

進達度(皮膚色、出血、毛細血管還流、知覚)

Ⅰ度：ステロイド外用、広範囲であればガーゼ、1週間以内に治癒

Ⅱ度浅層：シリコンガーゼ、メッシュガーゼ、48時間後に再評価、2~3週間以内に治癒

Ⅱ度深層･Ⅲ度：シリコンガーゼ、メッシュガーゼ、48時間後にぅ。。

熱傷治療の問題点と今後の課題

· 自家移植恵皮部の整容的問題

· 瘢痕形成

· 創面の感染対策

· 被覆材

· 増殖因子

· 組織工学

皮膚腫瘍の分類

1． 上皮性

2． 非上皮性腫瘍

腫瘍の病理

Organoid pattern：腫瘍細胞が集合してある特殊な結合性の強い構造をつくるもの。多くは上皮系腫瘍である。

Histoid pattern：悪性度が高いらしい。

表皮系腫瘍

· 脂漏性角化腫：高齢者に好発。毛包由来の表皮基底細胞様細胞の増殖を主体とする良性腫瘍。悪性黒色腫と基底細胞癌との鑑別が必要

· ケラトアカントーマ：急激に増大して半球状を停止、中央に角栓を含む。

· 日光角化症：中高年の日光露光部にぅ。。

· 放射線角化症、放射線癌：放射線照射野に一致して、数年以上の経過の後に発症する。以前は、湿疹や真菌症の治療に放射線が用いられたが近年は用いられることがなく、減少している。職業性として…はぅ。。

· ボーエン病：円形ないし類円形のわずかに扁平隆起する局面で、表面には薄い鱗屑をつける。慢性湿疹との鑑別が重要。多発例ではヒ素摂取の既往に注意。放置するとボーエン病から？

· 紅色肥厚症：陰茎に生じる紅色の

· 白板症：頬粘膜と口角に好発。疣状、斑点状の白色局面。有棘細胞癌に進展することがある。

· 有棘細胞癌(=扁平上皮癌)：

表皮ケラチノサイトへの分化を示す悪性腫瘍→角化傾向を有することが特徴。

· 有棘細胞癌の発癌因子：日光紫外線・放射線・ヒト乳頭腫ウイルス・ヒ素・瘢痕と慢性炎症・温熱刺激

· DLE、辱瘡からも生じることあり。

· 基底細胞癌：表皮あるいは皮膚付属器の基底細胞類似の腫瘍細胞からなる実質と、これを取り囲む間質からなる。局所破壊性は強いが転移はまれ。米国では年間90万人、日本では4500人の発症。

· 基底細胞癌の臨床分類

結節潰瘍型：最も頻度が高い、隆起性病変

斑状強皮症型：ぅ～～。。

毛包系腫瘍：こんなのがあるんだなって見てりゃいいらしい

· 毛母腫

脂腺系腫瘍

脂腺母斑は、脂腺の増生を中心とし、表皮、毛包、汗腺など、他の皮膚構成成分の以上も混じた過誤腫。

脂腺増殖症：

脂腺腫

脂腺癌：脂腺への分化を示す悪性腫瘍。眼瞼に生じるタイプと

汗腺系腫瘍

· エックリン汗腺：皮膚付属器が欠如する部分、つまり口唇、爪床…あぅ。。

· アポクリン汗腺：アポクリン汗腺はぅ～～。。。

· 汗管腫：エクリン管…はやいっての！

· パジェット病：湿疹、白癬症と間違えられやすい。アポクリン汗器官由来。自覚症状のない軽微な脱色素斑として発症し、やがて境界不明瞭な紅斑となり、浸潤、びらんをともなう。

→パジェット癌

· ボーエン病、紅色肥厚症

· 白板症

· 日光角化症

ウイルス性腫瘍

· 尋常性疣贅：

· 尖圭コンジローム：性感染症の１つ。ヒト乳頭腫ウイルス感染症。外陰部の粘膜、皮膚に生じる。

· 類上皮嚢腫：徐々に増大する

